




特殊なタイミングで使用する能力

　　使用するアーツの決定

　　アーツを使用するホロメンの決定

　　アーツの対象にする相手のホロメンの決定

　　アーツ能力の発揮

　　特攻のチェック
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　　アーツダメージの数値の決定6

　　対象のホロメンへアーツダメージを与える7

　　ホロメンのダウン処理／8

● 特殊なタイミングで使用する能力について
カードの能力は、ギフト、ブルームエフェクト、コラボエフェクトの他に特定の
タイミングで使用する能力が存在します。
ここでは、パフォーマンスステップ中に特殊なタイミングで使用する能力について
説明します。

● パフォーマンスステップ

● 「アーツを使う時」
この表記の能力は､　　のタイミングで
発揮します｡
主にエールとして扱う能力を持つサポート
カードの能力が該当します｡
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71 で発揮して待機している能力の解決～
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● 「アーツを使った時」
この表記の能力は、該当するホロメンが
アーツを使用した際､　　で発揮します｡
（ダウン処理が行われる場合は、
ダウン処理が終わった後に発揮します｡
複数の能力が発揮した際の処理は31ページへ）
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● 「ダメージを受ける時」
この表記の能力は、該当のホロメンが受け
るダメージが確定し､ダメージを受ける際
に発揮します。
パフォーマンスステップでは主に　　と
　　のタイミングで特殊ダメージ､アーツ
ダメージを受ける前に　　を待たず能力を
解決します。
その他のタイミングでもダメージを受ける
際、同じように発揮します。
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● 「ダメージを受けた時」
この表記の能力は､該当するホロメンがダメージを受けた
際に発揮します。
パフォーマンスステップでは、　　や　　のタイミングで
ダメージを受けた場合､　　で能力を解決します。
また､上記以外のタイミングで条件を満たした場合も同じ
ように能力が発揮します｡

74
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● 「サイコロを振った時」
この表記の能力は､　　等で該当する能力でサイコロを
振った際に発揮します｡振ったサイコロの目によって数値や
能力が決定する前に､その能力が発揮します。
発揮された能力によってサイコロの目が変動した場合は､
変動した数値を振ったサイコロの目として扱います｡
また､パフォーマンスステップ以外のタイミングでも条件を
満たした場合に能力が発揮します｡
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● 「ダウンさせた時」
この表記の能力は、該当カードが相手の
ホロメンをダウンさせた際に発揮します。
パフォーマンスステップでは､主に　　や
　　のタイミングでダメージを受けて
ホロメンのHPが0になった場合､　　の
タイミングで、ルール処理として優先され
る「ダウン処理」の中で能力を解決します｡
上記以外のタイミングでもダウン処理が発
生した際に発揮します。
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● 「ダウンした時」
この表記の能力は､該当するホロメンが
ダウンした際に発揮します。
パフォーマンスステップでは､主に　　や
　　のタイミングでダメージを受けて
ホロメンのHPが0になった場合､　　の
タイミングで、ルール処理として優先され
る「ダウン処理」の中で能力を解決します。
また､上記以外のタイミングでもダウン処
理が発生した際に発揮します。
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● 「サイコロを振る時」
この表記の能力は､　　等で該当する能力で
サイコロを振る際に、サイコロを振る前に発揮します。

4
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複数の能力が同時に発揮した際の処理

〈石の斧〉と〈ジョブズ〉が持つ“アーツを使った時”能力が発揮します。
ターンプレイヤーは〈アキ・ローゼンタール〉のアーツダメージを与えた後に、
〈石の斧〉と〈ジョブズ〉の能力を好きな順番でそれぞれ解決します。

能力の処理

●A【hBP01-114〈石の斧〉とhBP01-119〈ジョブズ〉が付いているhBP01-032〈アキ・ローゼンタール〉】

●Aが相手のホロメンに対してアーツ「アロ～ナ！」を使用しました。
ホロメンに付いているカード

A

①hBP01-032
〈アキ・ローゼンタール〉

②hBP01-114〈石の斧〉
アーツを使った時、このホロメンに
特殊ダメージ10を与える。

③hBP01-119〈ジョブズ〉
アーツを使った時、自分のホロメン
１人のHP10回復。

重要なルール

ターンプレイヤーの能力が複数待機している場合、ターンプレイヤーが
好きな順番で待機している能力を解決することができます。

●A【hBP01-120〈がんも〉が付いているhBP01-056〈鷹嶺ルイ〉】
●B【hBP01-116〈うぱお〉が付いているhBP01-009〈天音かなた〉】

●　　　　　　　　　　　　　　●Aがアーツ「皆さん、待っ鷹ね？」でBにダメージを与えました。

A①hBP01-056
〈鷹嶺ルイ〉

②hBP01-120
〈がんも〉
アーツを使った時、
自分のデッキを１枚引く。

B③hBP01-009
〈天音かなた〉

④hBP01-116
〈うぱお〉
ダメージを受けた時、
相手のセンターホロメンに
特殊ダメージ20を与える。

・〈がんも〉の“アーツを使った時”能力
・〈うぱお〉の“ダメージを受けた時”能力
上記の2つの能力が発揮するため、先にターンプレイヤーが〈がんも〉の能力を解決し、
その後、非ターンプレイヤーが〈うぱお〉の能力を解決します。

能力の処理

重要なルール

両プレイヤーで自身が解決できる能力が待機している場合、以下の順番で解決します。
❶ターンプレイヤーが自身の能力を全て解決する。
❷非ターンプレイヤーが自身の能力を全て解決する。
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①hBP01-056
〈鷹嶺ルイ〉

②hBP01-120
〈がんも〉
アーツを使った時、
自分のデッキを
１枚引く。

●A【hBP01-120〈がんも〉が付いているhBP01-056〈鷹嶺ルイ〉】
●B【hBP01-038〈兎田ぺこら〉】 ●C【hBP01-004〈兎田ぺこら〉】

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Aがアーツ「皆さん、待っ鷹ね？」を使用し、Bをダウンさせました。

A

③hBP01-038
〈兎田ぺこら〉

B ④hBP01-004
〈兎田ぺこら〉
自分のホロメンがダウン
した時に使える：自分の
ダウンしたホロメン１人
の緑エールすべてを､自
分の他のホロメンに割
り振って付け替える｡

C

優先されるルール処理「ダウン処理」が発生するため、以下の順番で解決します。
❶非ターンプレイヤーのDebutホロメン〈兎田ぺこら〉のダウン処理が発生します。
❷ダウン処理中に推しホロメン〈兎田ぺこら〉の推しスキル「野兎たち～」を使用できます。
❸Debutホロメン〈兎田ぺこら〉のダウン処理後､〈がんも〉の“アーツを使った時”能力を解決します。

能力の処理

重要なルール

アーツダメージを与えた後、ホロメンがダウンしていた場合は以下の順番で解決します。
❶それぞれのプレイヤーは“ダウンさせた時”能力や“ダウンした時”能力などを解決します。
❷「ダウン処理」でダウンしているホロメン全てをアーカイブし、ライフを減らす。
❸待機している“アーツを使った時”能力などを解決します。

●　●AがBに対してアーツ「あらあら」を使用しました。

●B【hBP01-116〈うぱお〉が付いているhBP01-009〈天音かなた〉】
●A【hBP01-114〈石の斧〉とhBP01-119〈ジョブズ〉 が付いているBP01-034〈アキ・ローゼンタール〉】

❶〈石の斧〉“アーツを使った時”能力
❷〈ジョブズ〉“アーツを使った時”能力
❸〈うぱお〉“ダメージを受けた時”能力
上記の3つの能力が発揮します。ターンプレイヤーが❶と❷の能力を好きな順番で解決し、
その後、非ターンプレイヤーが❸の能力解決します。

〈ジョブズ〉の❷の能力の解決後、新たに「❹〈石の斧〉の“回復した時”の能力」が発揮します。
ターンプレイヤーは待機している❶と❹の2つの能力から好きな順番でそれぞれ解決し、
その後、非ターンプレイヤーの能力を解決します。

能力の処理

【例】ターンプレイヤーが最初に❷の能力で〈アキ・ローゼンタール〉のHPを回復した場合

B④hBP01-009
〈天音かなた〉

⑤hBP01-116
〈うぱお〉
ダメージを受けた時、
相手のセンターホロメンに
特殊ダメージ20を与える。

A②hBP01-114〈石の斧〉
アーツを使った時、このホロメンに
特殊ダメージ10を与える。

③hBP01-119
〈ジョブズ〉
アーツを使った時、自分の
ホロメン１人のHP10回復。

①hBP01-034
〈アキ・ローゼンタール〉
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サポートカードの特殊なルール
● 付けられたサポートカードについて
サポートカードの「マスコット」「ツール」「ファン」は、使用することで、ホロメンに
付けることができます。
付けられたカードは、何らかの能力によって外されるか、付けられたホロメンが
ダウンするまで付けられた状態になります。

● 「ファン」が付いているホロメンの名称が変わった場合について
サポートカードは、何らかの能力によって外されるか、付けられたホロメンが
ダウンし、アーカイブされるまで付けられた状態になります。
「ファン」は、上記以外に付けられているホロメンの名称が何らかの能力により
変更され、「ファン」が持つ能力の“このファンは、自分の〇〇だけに付けられ、"と
表記されている部分が満たせない状態になった場合、その「ファン」はアーカイブ
に置かれます。

hBP01-124〈開拓者〉が
付けられている
hSD01-013〈SorAZ〉が
hSD01-006〈ときのそら〉
にBloomした場合、
hSD01-013〈SorAZ〉の
エクストラ能力によって
〈AZKi〉として扱う能力が
なくなります。その結果、
hBP01-124〈開拓者〉の
付ける対象としての条件に
合わなくなる為、
hBP01-124〈開拓者〉が
アーカイブに置かれます。

❶〈AZKi〉として扱える1st〈SorAZ〉から
　1st〈ときのそら〉にBloomする。

❷〈AZKi〉にだけ付けられる
　サポートカード〈開拓者〉は　
　付ける対象としての条件に
　合わなくなる為、アーカイブ
　される。
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エンドステップ
エンドステップでは、次のターンに向けた処理を行います。

● 発揮している能力を無効にする
［このターンの間］のように発揮したターンの間のみと書かれた能力などが
無効になります。

● センターポジションにホロメンを移動する
センターホロメンがいない場合、お休みしていないホロメン1人を選び、
バックポジションからセンターポジションへ移動させます。
この時、お休みしているホロメンしか自分のステージにいない場合は、
お休みしているホロメンの中から1人を選んでセンターポジションへ移動します。
コラボポジションにしかホロメンがいない場合は、センターポジションに移動は
させず、そのままの状態でこの処理を終了します。
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ここでは、カードの能力で表記されている用語を紹介します。

用語集

ホロメン

エール

センターホロメン

コラボホロメン

バックホロメン

ブルームエフェクト ブルームエフェクトを持つホロメンがBloomして場に出た際に
発揮する能力です。

コラボエフェクト コラボエフェクトを持つホロメンがコラボをした際に
発揮する能力です。

ギフト ギフトを持つホロメンがステージにいる間、常に発揮する能力です。
ギフトの能力の中には、特定のタイミングだけ発揮するものもあります。

ダメージマーカー ホロメンが受けているダメージを表すために使用します。

デッキをX枚引く デッキの一番上のカードX枚を手札に加えることを指します。
その際、1枚ずつカードを移動します。

送る エールをホロメンに付けることを指します。

アーカイブする アーカイブ以外の場所からアーカイブにカードを置くことを指します。

手札に戻す ステージやアーカイブから手札にカードを移すことを指します。

移動 カードが置かれている場所が移ることを指します。

重なっているホロメン 対象に重なっているホロメンを指します。
重なっているホロメンを数える場合は、一番上に置かれているホロメンを
除いた枚数を数えます。
ホロメンは、Bloomすることによって重ねられます。

公開する 非公開領域にあるカードを確認し、その中から特定のカードを抜き出し、
自分と相手のプレイヤーが確認することを指します。
公開中のカードは、元の領域のカードとして扱います。

ホロメンカードを指します。

エールカードを指します。

センターポジションに置かれているホロメンを指します。

コラボポジションに置かれているホロメンを指します。

バックポジションに置かれているホロメンを指します。

シャッフルする 対象の並び順をランダムな状態にする時に使用します。
主に、デッキ、エールデッキのカードを確認した際に使用します。
対象の並び順をランダムな状態にする時に使用します。
主に、デッキ、エールデッキのカードを確認した際に使用します。
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用語集
ライフ-1 対象のプレイヤーのライフを1少なくすることを指します。

ライフが減ったプレイヤーは、ホロメンがダウンした時と同様にライフを
表にしてホロメン1人にそのエールを送ります。

対象のプレイヤーの減るライフを1少なくすることを指します。

アーツ＋X アーツの能力で数値が加算されることを指します。

〈〉 カード名を指定する時に使用されます。

回復 回復する数値と同じだけホロメンに置かれているダメージマーカーを
取り除くことを指します。

特殊ダメージ アーツの基本値以外で与えられるダメージを指します。
ダメージを軽減する効果もアーツによるダメージ同様に軽減されます。

HPをXにする 対象のホロメンのHPの値がXになる様にダメージマーカーを置く、
または取り除くことを指します。
この能力は、ダメージを与える能力にも、回復する能力にも該当
しません。

ダメージを受けない 対象のホロメンがダメージを受けなくなることを指します。
受けるダメージの値に関わらずその値を0にします。

受けるダメージ-X ダメージを受ける際に、その値をＸの数値と同じだけ軽減
することを指します。

〈（名称）〉としても扱う カードが持つ名称を参照する際に、本来持つカード名とは別に（名称）を
カード名に持つカードとしても扱うことを指します。

交代 カードの能力でセンターホロメンやコラボホロメンと、
バックホロメンのカードの場所が入れ替わることを指します。
この際、バトンタッチのコストの支払いはいりません。
また、それぞれに影響している状態も引き継ぎます。

減るライフ-1
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